
 
 
 
 
PRESS RELEASE（2023/10/19）                     

 
 
 
ポイント 

① 近年、個体数の増加したシカの採⾷で森林の下層植⽣が減少し、九州の⼭岳林では⼟壌侵⾷
が⽣じています。⼀⽅、このような⼟壌侵⾷が樹⽊成⻑にどう影響するかは不明でした。 

② ⼭岳ブナ林が広がる九州⼤学宮崎演習林（椎葉村）において、⼟壌侵⾷の指標である根の露
出程度とブナの成⻑量との関係を調べたところ、根の露出程度が⼤きいブナほど成⻑が低い
ことが明らかになりました。 

③ 本研究成果は⽇本の森林で深刻化するシカの下層植⽣採⾷が樹⽊衰退を招く⼀因となること
を初めて⽰し、今後のシカの⾷害対策を考えるうえで役⽴つことが期待されます。 
 

概要 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

近年、⽇本の多くの天然林では個体数の増加したニホンジカの植⽣採⾷に伴い下層植⽣が減少して
います。下層植⽣の減少は⼟壌侵⾷を加速させ、樹⽊の根を地上に露出させますが、これまで下層植
⽣消失により発⽣した⼟壌侵⾷が樹⽊の成⻑に与える影響は明らかではありませんでした。九州⼤学
⼤学院⽣物資源環境科学府 博⼠後期課程の阿部隼⼈⽒，九州⼤学⼤学院農学研究院の⽚⼭歩美助教、
岡⼭⼤学学術研究院環境⽣命⾃然科学学域の兵藤不⼆夫教授らの研究グループは、シカの植⽣採⾷が
⻑期的に続く九州南部のブナ林で、⼟壌侵⾷と樹⽊成⻑の関係を調査しました。その結果、⼟壌侵⾷
の指標である根系の露出程度が⾼いブナ個体ほど、毎年の着葉量や幹の成⻑量が低いことが明らかに
なりました。ブナの成⻑低下は本地域でシカが増加し、下層植⽣が減少・消失した時期から⽣じてい
ることが年輪解析から分かりました。また年輪試料の炭素安定同位体を分析することで、成⻑低下が
根の露出に伴う⽔不⾜に起因する可能性が判明しました。ブナの成⻑低下は地⾯を覆い⼟壌侵⾷を軽
減する落葉・落枝の減少に繋がり、さらなる⼟壌侵⾷とブナの成⻑低下を引き起こす負のスパイラル
になっている可能性があります。森林を構成する樹⽊の成⻑低下は将来的な森林の劣化や荒廃に繋が
る恐れがあることから、本研究結果は天然林の保全や⽣態系サービスを維持するために、シカの過剰
な植⽣採⾷をコントロールする必要性を提⽰しています。 

本研究成果は、2023 年 10 ⽉ 11 ⽇に国際学術誌「Catena」のオンライン速報版で公開されました。 

椎葉の奥⼭では、シカ増加に伴う⼟壌侵⾷により、ブナが衰退している 

研究者からひとこと： 
シカの植⽣採⾷は近年、⽇本全国の森林で増加しています。シカの強度な植⽣採⾷が森林⽣態系の

公益的機能に悪影響を及ぼす場合、適切なシカ管理が必要になります。しかし、“強度なシカ採⾷は
森林⽣態系の機能にどう影響するか”や、“どのような場所で深刻化しやすいのか”といった基本的情
報は依然として少ない状況です。本研究により、シカの採⾷は⼭岳林でブナの成⻑を低下させる可能
性があることが分かりました。この知⾒が⼈とシカとのより良い共存に役⽴つことを願うと共に、私
たち研究チームはシカ採⾷が森林⽣態系に与えるインパクトやシカ対策による保全効果の評価につ
いて引き続き研究を進めていきます。 



【研究の背景と経緯】 
九州南部の⼭岳域には⾼⽊の樹⽊としてブナが⽣育しています。この地域のブナは⽇本のブナの⻄

限・南限の個体群で、遺伝的に貴重なことから多くのブナ⽣育地が保護林に指定されています。しか
し近年、多くのブナ⽣育地でシカの個体数が増加し、下層植⽣（※1）が減少・消失しています。その
ようなブナ⽣育地の⼀部ではブナの枯死や葉量の減少が観察されています。これは九州森林管理局の
レポートや地域の新聞で報じられるなど、地⽅⾃治体や地域住⺠の関⼼として取り扱われる⼀⽅、根
本的な原因は不明でした。本研究チームは九州⼤学農学部附属宮崎演習林において、下層植⽣が消失
した林地では⼟壌侵⾷が⽣じ、多くの樹⽊の根系が地上部に露出していることを観察しました（図
1）。またこの観察に基づき、樹⽊根系の露出がブナの成⻑低下の⼀因となっているのではないかと考
え、森林内における⼟壌侵⾷とブナ成⻑の関連について調査を開始しました。 
 
【研究の内容と成果】 

本研究は 1980 年以降から現在までシカ採⾷が続く宮崎県の三⽅岳で実施しました（図 1 左）。三⽅
岳ではシカ採⾷により下層植⽣が 2003 年までに消失しています。⼭頂付近に点在するブナ個体を対象
とし、各ブナの周囲で⽣じた⼟壌侵⾷の程度として根系の露出⾼さ（根露出⾼）を計測しました（図 1 
右）。各ブナの葉⽣産量、幹部肥⼤成⻑量、細根⽣産量を計測し、根露出⾼との関係を調べたところ、
根露出⾼の⾼い個体では葉⽣産量と幹部肥⼤成⻑が低く、地上部の成⻑量が⼟壌侵⾷に伴って減少す
ることが明らかになりました（図 2 左）。続いてブナの年輪コア（※2）を採取し、年輪幅の時系列デ
ータを解析しました。その結果、低い成⻑量を⽰したブナ個体の成⻑が 1997.6 ± 9.0 年から低下し
ていることが明らかになり、これは本地域における下層植⽣の減少・消失時期と⼀致しました（図 2 
右）。このようなブナの成⻑低下のメカニズムを明らかにするために、⽔と窒素不⾜に注⽬し、⼟壌環
境とブナの⽣理状態を調べました。そのなかで、年輪コア試料の炭素安定同位体（※3）から計算した
ブナの⽔利⽤効率（⽔ストレスの程度の指標）を分析したところ、ブナの成⻑低下は⽔ストレスによ
って引き起こされている可能性が⽰唆されました。以上から、根の露出に伴う⽔分の吸収阻害のた
め、下層植⽣減少・消失後の⼟壌侵⾷がブナの成⻑を低下させることを⽰しました。ブナの成⻑が減
少すると、表⼟の侵⾷を防ぐリター層の供給が減少し、⼟壌侵⾷と樹⽊成⻑の減少がさらに悪化する
可能性があります。今後の森林管理の観点から、シカ採⾷に起因する樹⽊成⻑の影響を最⼩化させる
何らかの対策が必要であることが⽰唆されます。 
 
【今後の展開】 

今回の研究で⼟壌侵⾷によってブナの成⻑が低下することが分かりました。成⻑低下のメカニズム
として根露出による吸⽔阻害が⽰唆されたため、今後はより詳細な⽔分⽣理状態の解明が期待されま
す。また、本地域で⽣じた⼟壌侵⾷による樹⽊の成⻑低下が他樹種でも⽣じるのか、他の地域でも⽣
じるのかについては不明なため、本研究の⼀般化には地域ベースの知⾒をさらに集積していく必要が
あります。九州南部においてシカ採⾷が森林⽣態系に与える影響については、⼟壌特性の劣化、⼟壌
微⽣物相の変化、⼟壌動物相の変化、落葉の分解速度の低下などが明らかになっています。これらの
知⾒と本研究を総合すると、シカ採⾷に伴う下層植⽣消失は森林劣化や⼟壌劣化に繋がる可能性があ
ります。今後、シカ採⾷やそれに続く⼟壌侵⾷の防⽌策を積極的に講じるために、防⽌策を実施した
場合の⼟壌環境や樹⽊成⻑の保全効果を明らかにしていくことが期待されます。 
  



【参考図】 

図１ 下層植⽣の消失した三⽅岳の概況（左）と深刻な根系露出の例（右）。 

図 2 根の露出度合いとブナ成⻑量の関連（左）及び幹成⻑量の時間変化の例（右）。 

【⽤語解説】 
（※1）下層植⽣ 
 ⾼さの低い樹⽊の稚樹や、草本、灌⽊など森林の下層部を覆う植物の総称 
（※2）年輪コア 
 成⻑錘と呼ばれる器具で⽊の中⼼まで⼩さな⽳をあけて採取する、円柱状の試料。 
（※3）炭素安定同位体 
植物体を構成する炭素安定同位体の⽐率は気孔の開閉度と関連し、過去の⽔分状況を推察できる。 
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